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ごみの無い社会は 私 たちの心を豊かにし
さわやかな気分にしてくれます 私 たちは自
然と共に優しく生きる心の豊かさを求めてお
ります
ごみを平気でポイ結てする貴方たちに 私

たちは書良な市民としての責任と自党を持っ
て牧しいと願っております。
多くの市民は 自 然環境を最優先の課題に

して 大 地の恵みに感謝しながら生きている
ので曳 だから 平 気でごみを情てることが
できないのです
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だから、 ごみは措てない !
去る8月に 黒 埼南ふれあい協議会生活環境部会 (部長坂弁控―)が

地域内4か所にごみ不法投票を注意する看板を設置いたしました。
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木場八幡気 根季大祭でにざわう
去る 9月 3日  4日 の両日に宣って 幕 策会と連合自治会の準備の下に

木場八幡宮の秋季大祭tl執り行われました そ のあらましをご紹介します

秋手大祭は 3日 午後 6時 10分 の宮上り
で始まり 宵 官 (大祭前夜の小祭)へ と連な
っていきます。連合自治会長を先頭に触れ大
践 各 種団体のおもだちが 木 場八幡宮に向
けて練り歩きます。
すでに日が暮れた木場八幡官境内には き

まざまな由店刺所狭しと軒を遵ねており 甥
拝者ことに子ども達で大賑わいでありました

宮上りの到着とともに早遠 省 宮の神事が
執り行われ 其 田宮司列席の下 土 田神官の
祝詞奏上で五穀豊穣と木場地域の発展を祈額
いたしました。
午後 8時 から官のもり 木 場城公国内のス

テージエほ 芸 能保,会  木 場小唄保存会
民謡クラブなどの芸能季納と敢手の愛一二三
さんの歌謡ショーも加わつて秋手大察のにぎ
わいは一段と高まりました

4日 は秋手大祭の本祭。再び 年 後 1時
10分 に宮上りを始めます。木場八幡宮に到

着すると直ちに真田宮司と主田神官による神
軍を執り行い 各 種団体の玉串毒室 〈関係者
同pで  五 穀豊穣と木場地域の発展を析願
いたしました。
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看板の設置1ま 新掲市り均壕后助真の補助金を
受けて作成| たヽしました
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特別寄稿

本場八時官 と山障七司先生

木場八幡宮の春季大察 秋 季大祭の本段の
開閉の建は 武 田利私木場八幡官氏子潜代が
1849年 に木場の地に誕生された山酪七司先
生の誕生の家から授かり 祭 二が開閉する慣
例になっている そ こで 木 場八幡官と山藤
七司先生の関係について各種の資料を参考に
まとめてみた。
八輸様の祭神 「鷹神天皇」は 「武神」「平

和の神Jと しても崇められている。
木場八幡宮は い つころ墓立されたのだろ

うか。
その超源は 昭 和18年 の木場八補官の改

築の際 駅 外した神社の古い細長い練れが山
際家に保存されていた資料から1710年 に建
立されたと推測される。

昭和16年  第 二次世界対戦が始まリ ミ
ッドウェー湛戦 ガ ダルカナル島の撤退 戦
局|よ 森々厳しくなり お 宮での行専も多く
なって来た。村内で拝殿改築の議おt起こり
4年 間の計画で 村 民一致で改築を可決した
上様式は 昭 和17年 12月挙行されたが 本
段の選座や忠記堂の移転等の附常工事があり
すべてが終了したのは 昭 和20年 10月であ
った。
境内には 忠 祀堂と自穫様がある 忠 記堂

は 日 お戦争 日 露戦争、太平洋戦争の戦投
者78名が合祀されている。昭和19年 八 幡
官の拝駿再建に併せて 韓 騒 として改築され

笛ぁ電信稼曇己受箋轡鞭 ↓ヽ
る。

山疎七司先生は 1849年  末 場の庄屋の
長男として誕生した。幼少の頃から学関に励
み 15歳 の頃には 漢 学を学び 漢 学者と
言われるまでに成長した。

木場八幡宮秋季大祭の神事を朝り行われた上日弘神官 (新潟市関

屋浜松町在住)か ら木場八幡宮や木場の歴史に関わる貴重なお話を

お伺いしま1/たので 特 別寄稿のかたちでご紹介いたします

昏宮督者算島民t晶 暑言旨宮暑岳常き骨暑:

して大日本自由党が結成されると山態七司先
生は 幹 事に選出された。

明治22年  山 麟t司 先生は、板垣退助先
生を新潟にまねき 自 由民権運動を通して国
会開設 租 税軽減 条 約改正の室軍さを訴え
ながら遊説した。

明治23年  民 選によって衆議院議員に当
選し モ の活躍が期待されたが 明 治24年
わずか42歳 で終わりをつげた。その一生ほ
波乱に満ちたものであったが 郷 土や国のた
めに擦げた不屈の精神は、木場住民のおりと
なっている

撮継甥宮拝れ輔響霊解獄

鰹 二 緞 ど奮畳魯
し 感 謡している
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黒崎常ふれあい協磨会地区内にある神
社をご紹介いたします。

摘立八騒宮 〈黒鳥 轄 立)

懸森葉垣呼極曽箭喜負臣2君ゎ得曽身
こと)と なっております。
本毎ハ海宮 昧 褐)
拝殿と本殿からなり本殿は新潟市の

文化財に指定されております 察 神は
絡立八幡宮に同じです。
神明社 (閥
伊勢宿卸に出来するもので 伊 勢の

内宮を分霊し 天 照皇大神を記ってお
ります

伊多井神社 (板井)
もとは神明宮でしたが 同 じ板井村

にあった八播神社を明治43年 に合記
しております。

伝統会能の保存や継承の問題は室大な謀

房晶窃阜積茨々ここぁ準督終ミ天霧そ字声
興味関心のある人を求めております。自薦
他繭何れも大容福市 く会長)ま でご連絡く
ださ↓ヽ   電 話 377-3449


